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研究成果の概要（和文）：　「女性の日記から学ぶ会」（千葉県八千代市）の代表である島利栄子氏の許諾と協
力を得て、同会収蔵の約3,000点に及ぶ日記・家計簿・書簡類の目録化を実施し、資料全体の約7割の目録化を果
たした。これにより、日記資料の「並べ読み」を実現するための基礎的な環境が整った。
　旧制第二高等学校のキリスト教主義学生寮である「忠愛寮」の寮日誌を調査・分析し、「多声響く内面の日
記」の意味を考察した。
　研究会「近代日本の日記文化と自己表象」を組織し、定期開催した。その成果を2日間のシンポジウムで公に
発信した。これにより、今後の研究活動を深化するための学際的・国際的な研究体制の基礎が構築できた。

研究成果の概要（英文）：1) made a database of raw diaries that the Society for Learning from Women's
 Diaries (Josei no nikki kara manabu kai) had collected. 2) Researched and analyzed dormitory 
diaries titled "Chuai Ryo Nissi" that Christian students at the Second Higher School in Sendai city 
kept before and during WW2. 3)  Organized the Research Project on Modern Japanese Diary Culture and 
Self-Representation in 2014 and thereafter held it periodically, which resulted the 
interdisciplinary symposium in 2016.

研究分野： 近代日本の文学と思想
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 従来も日記の歴史資料としての価値は
認められてきたが、主要な研究対象は著名人
が記した日記であった。近年では近代日本に
おける庶民の日記資料への学術的関心が高
まりつつあるものの、生活の記録としての日
記刊行の数は限られていた。申請者は故・福
田秀一氏（国文学研究資料館名誉教授、元国
際基督教大学教授）が蒐集した約 5,000 点の
日記関連資料のうち、明治から平成にわたる
手製あるいは市販の計492冊の日記帳コレク
ションを目録化して公にした経験があった。
目録化を通じて、近代日本を生きた無名の
人々の生の営みと時代性を明らかにするた
めに、日記資料の学術的価値を検証すること
が不可欠であると思い至った。 
 
(2) 日記とは、現在の自己が過去の自己を未
来の自己に読まれることを想定して書くと
いう、重層的な自己表現の場である。上記の
コレクションには学生を中心とする青年男
女による「内面の日記」が多く含まれる。近
年、文学研究では私小説を題材に近代日本に
おける自己の表象と語りに関する考察が深
められてきた。また、申請者も一貫した近代
日本の教養主義への学術的関心から、第二高
等学校の左傾学生の自己認識や、第一次世界
大戦後の文学界における「自己の探求」の理
想の変容を検証してきた。こうした経験を踏
まえ、日常的な自己表現の現場である日記を
分析することは、近代日本の知識青年層にお
ける自己形成の問題をより多角的に考察す
るために極めて有益であると確信した。 
 
(3) 近代日本の日記資料の研究を本格化す
るためには、日記資料の保全と利用環境の整
備が喫緊の課題である。貴重な一次史料を保
全し、散逸・劣化を避け、同一時期に書かれ
た複数の日記の内容を検証する「ならべ読
み」作業の円滑な実施をはかるために、デー
タベースの整備が不可欠である。申請者は
「女性の日記から学ぶ会」（千葉県八千代
市・代表島利栄子）と協力関係を構築しつつ
あり、同会の許諾と協力が得られれば、上述
した目録化の経験を活かし、日記資料のデー
タベース作成を実行できる立場にあった。 
 
２．研究の目的 
(1) 一人の書き手の日記を時系列に読む「つ
づけ読み」（通読）に加え、日記の書き手の
所感や経験を共時的に検証する「ならべ読
み」（併読）を可能にする。そのために日記
資料データベースを構築し、日記を綴った当
人の生の営みと時代性を明らかにする基盤
を整備する。 
 
(2) このデータベースのうち、大正昭和期の
青年男女による「内面の日記」を集中的に読
解し、そこに刻まれた自己形成の実態と過程
を明らかにする。青年の日記には、読書記録、

文学界や思想界の動向に関する所感ととも
に、自己の存在意義に関する煩悶や、世界と
自己の関係をめぐる思索が如実に語られて
いる。これらを主要な手掛かりとして、日記
の書き手による自己の表象・形成・変容につ
いて分析する。更に本研究では、貴重な先行
研究である西川祐子『日記をつづるというこ
と』（吉川弘文館）を批判的に継承しながら、
「国民教育装置」による自己の規範化と逸脱
の問題を重視し、過去、現在、未来が交差す
る重層的な自己表出の場である日記の果た
した役割を解明する。 
 
(3）上記の事例研究を発展的に開き、近代日
本の青年知識層における自己形成の問題を
複眼的に理解する視座を獲得する。そのため
に申請者の個人研究の成果を、研究協力者と
の討議を通じて広い文脈に開いてゆく。研究
協力者を得て、定例の討議会で研究を深化す
る。討議の成果は最終年度にはシンポジウム
の開催と書籍化を通じて公に発信する。これ
により、近代日本の青年知識層における自己
形成を問題にする研究に新たな角度から光
を当てる。 
 
３．研究の方法 
(1) 「近代日本の日記帳」コレクションのう
ち、明治期から昭和期に綴られた青年男女の
「内面の日記」を選定し、集中的に読解する。
読解作業を踏まえた研究協力者との討議を
定期開催する。その成果を近代日本における
自己形成の問題に開いてゆくためにシンポ
ジウムを開催し、成果を書籍化して公に発信
する。研究者および市民との交流を深めるた
め、展示業務を職とする学芸員の協力を得て、
日記資料と研究成果に基づいた「近代の日記
帳展」を開催する。 
 
(2) 「女性の日記から学ぶ会」の月例会に参
加して知見を深める。許諾と協力が得られれ
ば、目録化作業を実施する。 
 
４．研究成果 
(1) ①2014 年 8 月より、「女性の日記から学
ぶ会」（千葉県八千代市）の代表である島利
栄子氏の許諾と協力を得て、同会収蔵の約
3,000 点に及ぶ明治以降に綴られた民衆の日
記・家計簿・書簡類の目録化を開始した。作
業人員には専門知識をもつ大学院生に加え、
同会会員の協力も得られた。月一回の頻度で
事業期間を通じて開催し、資料全体の約 7割
の目録化を果たすことができた。これにより、
日記資料の「並べ読み」を実現するための基
礎的な環境が整ったと言える。同会の日記資
料は現在も各方面からの寄贈により増えつ
つあるが、未了分の日記資料の目録化は、申
請者が分担研究者を務める別の科研費助成
事業（「日記資料に基づく高度成長期日本民
衆のデモクラシー意識の特徴と変容に関す
る研究」、代表：吉見義明、基盤研究 B、



2015-2019）で継続し、2017 年度末を目標に
全体の目録化を完了すべく作業を進めてい
る。 
 ②上記の目録化を進める一方、有名無名の
人々による活字化された日記資料のデータ
ベースが未整備であることの問題を痛感し、
本プロジェクトの実績を踏まえ、将来の学術
的活用のためのデータベースを制作する必
要性を感じた。2016 年 3月には、国際基督教
大学図書館に保管する数千点の日記資料（福
田秀一氏蒐集）のうち、「戦場」と「銃後」
をキーワードとして資料を抽出し、試験的な
データベース作成に取り組んだ。申請者の新
規科研費助成事業（「活字化された日記資料
群の総合と分析に基づく近代日本の「日記文
化」の実態解明」、若手研究 B、2017-2020）
において、この事業を本格化する計画である。 
 
(2) 近代日本の青年知識層の「内面の日記」
を分析するために、旧制第二高等学校のキリ
スト教主義の学生寮である「忠愛寮」の寮日
誌を調査・分析した。同日誌は大正昭和期あ
わせて 17 冊が現存し、東北大学史料館が所
蔵する。2014 年 8 月および 2015 年 3 月の調
査で日誌の全容を把握し、2015 年 8月には追
加調査をおこなった。寮日誌は寮生全員の眼
差しに曝されるものであるが、日誌の書き手
には自己の偽らぬ「真実」を記すことが求め
られた。しばしば日誌紙面は書き手の思索や
煩悶をめぐって他者の応答や議論が幾重に
も追記される空間となった。いわば「多声響
く内面の日記」といえる忠愛寮日誌の分析を
通じて、戦前の青年知識層の思想と感情の実
態を明らかにするとともに、その舞台となっ
た日誌空間を近代日本の日記文化の文脈に
位置づけて論じた。その成果は後述する「近
代日本の日記文化と自己表象」第 4回研究会
（2015年5月9日）をはじめ、Nineteenth ASCJ
（2015 年 6月 21 日）、旧制高等学校記念館夏
季教育セミナー（2015 年 8月 23 日）、シンポ
ジウム「近代日本の日記文化と自己表象」
（2016 年 9月 18 日）等で発表し、目下（2017
年 6月時点）のところ、シンポジウムに基づ
いた論文集に収録すべく、論文の形にまとめ
つつある。 
 
(3) 研究活動を深化する場として研究会「近
代日本の日記文化と自己表象」を組織し、
2014年9月19日に第一回研究会を開催した。
以後、2、3 ヶ月に一度の頻度で定期開催し、
2016 年 7 月 16 日には第 10 回開催を迎えた。
参加者数は毎回約 20 名ほどであり、その研
究分野は、文学、歴史学、思想史学、教育史
学、社会学、文化人類学など多岐にわたる。
各回平均して 2件の研究報告をおこない、第
3回研究会（2016 年 3月 7日）には「女性の
日記から学ぶ会」代表の島利栄子氏にもご報
告いただいた。また、第 7回研究会では、『五
十嵐日記』（笠間書院、2014）の著者でもあ
る五十嵐智氏にもお話頂くことができた。研

究会は今回の助成事業の年度内で終了する
ことなく 2017 年度以降も継続し、更なる研
究の深化を目指す集いの場として機能して
いる。 
 
(4) 上記の研究会の活動の成果として、2016
年 9 月 17、18 日の 2 日間にわたり、学際シ
ンポジウムを開催した。計 19 本の研究報告
は基本的に研究会での報告に基づくが、それ
らに加え、「近代日本の日記文化」を浮き彫
りにし、相対化するために、近現代タイの日
記文化（西田昌之報告）、ヨーロッパの日記
研究（宮田奈奈）、日本中世の日記文化（松
薗斉）を設けた。また、シンポジウム両日の
冒頭では田中が総論的報告をおこなった。更
に 17 日の研究報告終了後には、「女性の日記
から学ぶ会」代表である島利栄子氏と田中に
よる「特別対談」を設けた。また、同会のご
協力により、両日ともシンポジウム会場では
「戦中戦後の日記いろいろ」展を開催するこ
とができた。多くの研究者・一般来場者に恵
まれ、有益な研究報告と討論の場となった。
シンポジウムの成果は論文集にまとめて
2017 年度内に出版する予定である。 
 
(5) 日記は歴史資料であると同時に、解釈を
要するテクストである。またそれは、需要に
応えて（あるいは需要を創出し）多様に生産
流通する出版物であり、修養や人格陶冶を目
的とした教育装置でもある。そうした広がり
をもつ日記とその文化を考察するために、学
際的な研究体制の構築は不可欠である。今回
の事業では、研究会およびシンポジウムの活
動を通じて、近代日本の日記文化を考察する
ための学際的な研究体制の基礎を築くこと
ができた。個別の学問領域の知見や方法論を
尊重し、相互に越境しながら研究活動を深化
することは、従来的な学問領域の再編制が急
速に進む今日にこそ欠かせない。2017 年度か
らの新規研究事業では、今回の事業で得られ
た研究体制の一層の強化を図りたいと考え
ている。 
 
(6) 学際的な研究体制に加え、近代日本の日
記文化を自明視しないためには国際的な研
究体制の構築が不可欠である。従来、日本の
日記習慣はあまりにも自然視されていた嫌
いがある。しかし学校教育における提出義務
と点検指導に象徴されるように、その習慣が
他国にも普遍的に見られるものとは決して
言えない。例えば、タイにおいては「日記」
にあたる語がなく（英語のdiaryを代用する）、 
学校教育での日誌指導もごく近年始まった
ばかりであるという。今回の事業ではこの問
題意識を強め、近代日本の日記文化の特殊性
と普遍性を検証するために、国際的な研究体
制を築く必要を実感し、上述したシンポジウ
ムではその第一歩の試みをおこなった。2017
年 1 月 15〜18 日にかけて、全北大学（韓国
全州市） 



で開催された国際シンポジウム”The Main 
current of Personal Document Study in East 
Asia: Comparative Perspective on 
Compressed Modernity”で近代日本の日記文
化を紹介し、韓国・中国・日本の研究者と討
論し、今後の国際的な連携を約束したことに
も大きな意味がある。2017 年度以降の新規事
業では、国際的な研究体制の強化に努める所
存である。 
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